
超軽量軌道検測装置
（Ultralight Track Measuring Device）

【概要】
従来の手押しタイプの軌道検測装置と比べて軽量のため、一人で検

測、持ち運びが可能な可搬式の軌道検測装置です。また、検測弦長が
短いため、併用軌道のような半径の非常に小さな急曲線のある線区で
も検測できます。

【特徴】
①一般軌道において、軌間、水準、平面性（演算算出）、左右フランジ
ウェイ幅、高低、通りを検測します。また、分岐器ではバックゲージ
（演算算出）も検測できます。

②検測弦長は0.625mです。検測データ間隔は0.0625mで、検測結果は
CSV形式ファイルで出力が可能です。また、付属するソフトウェアに
おいて検測波形や検測帳票の確認ができます。

③重量は約12kgで、半径20m以上の曲線で検測できます。

【用途】
交差点等の非常に小さな急曲線やアスファルト舗装の不陸などが

あっても測定が可能となっていることや、列車や自動車の接近時に速
やかに取り外しが可能な軽量構造としていることから、併用軌道にお
ける連続的な軌道検測に適しています。

装置外観



ソフトウェア画面

【実施例】

鉄道事業者で活用されています。

担当 軌道技術研究部（軌道管理）

検測波形表示例

検測表示画面

検測帳票例センサ(高低)収納部センサ(通り )

検測ローラー

検測機構部（上下逆）
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